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3=第 2の波、1970年 代の
システム分析の議論

(1)1970年 代の時代背景

1970年 代は、公害 ・環境問題の発生をきつかけ

に、従来からの個別分野の技術開発に限界を感じ、

新たな学問形態が模索されていた時期でもあつた。

たとえば、竹内均と上山春平は、「第一世代の学問

(博物学)と 第二世代の学問 (分析学)で は、総合的

な視点を欠き、大きな潮流の変化も把握できず、結

局は新しい発見や本質的な解決にも結びつかない」

として、第三世代の学問 (仮説法 :仮説を立てて間

題の枠組みを総合的に捉えること)を 提唱してい

た
②。

こうしたなかで、都市問題や交通問題をはじめ、

複雑な社会 ・経済現象を解決する手法として、科学

技術会議でソフトサイエンスという用語が使用さね

ていた。当時は、ソフトサイエンス、ライフサイエ

ンス、環境科学技術の3つが考えられていた
0。

(2)ソ フトサイエンスの考え方

ソフトサイエンスの定義には各種あるようだが、

筆者なりの理解では、「基礎理論 (情報科学、行動

科学、システムエ学など)を もとに、基礎的手法

(OR、 システム分析、ゲーム理論、シナリオライテ

ィングなど)を 用いる 『問題解決の方法 (問題の発

見、解法の選択と分析、代替案作成、評価決定)』」

ということになる
に)6)(図2)。

このとき、いくら分析が正しく行われても、問題

事実を客観的に、   的確な方法とデータで、
「観察し発見する」 「解析し考察する」

の捉え方が的外ねであねば見当違いの解答になる

し、評価基準が曖昧であれば正確な意志決定にはほ

ど遠しヽ。つまり、堤防のもつとも低い場所から水が

あぶ、れて洪水が起きるように、システムは最も脆弱

な部分から崩壊する。だからこそ分析にあたつて

も、部分的に精度を高めるだけではなく、問題解決

の方法 (4つの手順)の バランスが求めらねた。

4.第 3の波、2000年 代の
ロジスティクスの総含化

(1)2000年 以降の時代背景

21世 紀になつてグローバル化が本格化すると、原

材料 ・半製品の輸入や製品の輸出を通じて、国際間で

のサプライチェーン構築に取り組むことになった。

ちなみにグローバル ・サプライチェーンの実態

を、海外生産され国内に配送される既製紳士服の例

でみると、発注から納品まで75日 かかり、所要日

数で分けると、輸送5割、生産3害」、通関2割であつ

た。このようにグローバル化とは、事前の需要予測

や長期にわたる品質管理だけでなく、国際間での技

術や制度の違いを考慮する必要が出てきた。

(2)ロ ジスティクスのシステムとインフラ

ロジスティクス ・システムを先の既製紳士服の例で

示すと、日本から生地生産の注文を受けてから (図3

の①受発注管理)、A国で原材料の在庫を確認し (②在

庫管理)、原材料を倉庫から取り出し仕分けたうえで

(③作業管理)、工場では生地の生産が始まる。次に、

簡潔明瞭に複数の  最適な代替案を、
「代替案をつくる」 「評価し決定する」

最適化技法
(LP・ DP、

(ゲーム理論、

行動予測等)

A国 で生産された生地|

送される。まずは生地(

や荷本しに表示する (④

送中は、 トラックの中
‐

に汚れないように生地

う (⑤貨物管理)。とF

場力`ら至」着地のB国のイ

だコンテナやトラック

してB国で縫製されて,

(図3、表1)。

ロジスティクス・イ

システムを支える基盤

表 1 ロジステイクスの

1問
題構自 ヒの技

司 レ
析 哺旱析の技

司 卜
替案作成の技

司 卜
価 ・決定 の技

司

問題発掘技法
(K」法、
シナリオ法等)

構造決定技法
(デルファイ法、

関連樹木法等)

図2

2 流通ネットワーキング 2013910

予測技法
(時系列分析、
多変量解析等)

解析技法
(システム分析、

費用対効果等)

問題解決の手順とシステム分析の代表的な技法

PERT等 )    効用関数等)
シミュレーション  モデリング技法

評価技法
(アセスメント、

(交通量モデル、
経済モデル等)
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テナのように国際規格に合わせる 「標準化 (スタン

ダーライゼーシ∃ン)」が必要である。一方で、国際

間でのロジスティクスだからこそ、各国の文化や習

慣に適合させていく 「地域化 (□―カライゼーショ

ン)」が必要である。つまリコンテナは統一規格に合

わせるとして、宗教のお祈りの時間や労働時間は地

域の特性に合わせて調整する必要なのである。

国際化としヽうとグローバル ・スタンダー ドを連想

し、つい 「標準化」と考えてしまいがちだが、同時

に 「地域化」も必要なので、両者のバランスを取る

必要がある。

(2)「隠さねた仮定」と 「仮定間の矛盾」の

チェック

科学的分析を行うときには、問題を抽象化しなけ

ねばならないが、そのとき無意識に 「隠れた仮定」

を設けていることがある。たとえば、配送計画では

交通事故や渋滞に遭わないと仮定して分析し、工場

の生産計画では従業員のス トライキは起きないと仮

定する。しかし現実には、交通事故は起きるし、ス

トライキで生産が遅れることがある。

また、複数の個別システムやインフラを含めて、

ロジスティクスを総合的に分析するとき、「仮定間の

矛盾」わヾないことを確認する必要がある。

6.お わりに

2008年 9月 に起きたリーマンショックの2週 間

前のことであるが、ある役所から学界の状況を説明

するように依頼があつた。このときは、金融工学と

医療工学の専門塚とともに、ロジスティクス科学の

可能性を問われたのである。

質疑応答のなかで、もっとも記憶に残つてしヽるの

は、「こねからのロジスティクス科学は、従来に分析

技法の焼き直しとは違いますよね」としヽう辛辣な確

認だつた。

そこで 「応用数学の分析手法だけでなく、他のシ

ステムエ学手法や経済学地理学の手法も取り入れて

体系化を図るべきでしょう。さらにはインフラや社

会制度を含めて、ロジスティクスの手法の総合化が

必要と思います」と答えた。この考えは、今も変わ

らない。

現代のロジスティクスのソリューションは、個別

システムの精度を高めるだけでなく、複数のシステ

ムやインフラを含めて解答を出す時代になつている

ように思う。その意味でソルーションも、「体系化」

と 「総合化」に向かって欲しいと願つている。
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